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鎮守の森には地域固有の植生が多く残されてきましたが、生活形態の変化や宅地開発などにより、多くの外来種が入
り込み、また無計画な植林や病害虫の発生などによって、有用樹木まで伐採しなければならないという状況にある所も
少なくありません。
そこで、鎮守の森の、とくに有害種を中心とした樹木の有効な活用方法を見出すため、神社と鎮守の森をもっと楽しむた
めのものづくりアイデアコンテストを開催します。
有効なアイデアがあれば、商品化を目指し、実際の森に有効活用すべく多くの皆さまとご一緒に取り組んでいければ幸
いです。

■製作テーマ
当方から指定する材を有効活用する前提で、神社及び鎮守の森の中での時間を楽しく、快適に、安らかに過ごす為のも
のづくりアイデアを募集します。

～鎮守の森からものづくり～　
神社と森を楽しむアイデアコンテスト

募集要項

　例えばこんなもの・・・
　　「森の中、森の傍に座るもの」 椅子、ベンチ、スツール等
　　「森の中を楽しむもの」 柵、案内板、楽器等
　　「森をきれいにするもの」 ほうき、ゴミ箱等
　　「参拝の雰囲気を盛り上げるもの」 杖、履物、参拝の札等

■使用する指定材　（詳しくはHPをご覧ください）
鎮守の森で在来種を脅かしている外来種や本来の植生を妨げる等の有害樹種
　ササ・シュロ・タケ・ツル植物・ナンキンハゼ・トウネズミモチ等

ナラ・シイ・アベマキ等の有用木（現代社会にマッチした利用法を考えてください）　

■応募方法
・指定の材木・植物を利用する事を前提に、自由に発想してください。
・製作意図、設計図及び作り方、完成イメージのイラストなどをA版（１～4）の用紙にまとめて、
　データと印刷物にて提出してください。（印刷物のみでも可ですが、、ただしそのまま展示させていただきます）
・応募用紙は、A4用紙の場合は8枚以内、A3用紙の場合は4枚以内、A2用紙の場合は2枚以内にまとめてください。
・設計図及びイラストについては、実際に作ったアイテムの写真による応募も可とします。
・作品には必ず必要事項を記入した応募票をつけてください。
・送り先　：　NPO法人　社叢学会
　　　　　　　　　〒604-8115　京都市中京区蛸薬師通堺町西入雁金町373番地　みよいビル303号
　　　　　　　　　Tel075-212-2973　　Fax 075-212-2916
・応募締切　：　2010年10月31日（日)必着

■賞
・大賞
　5人の審査員が、実現性、環境性、デザイン性、独創性の4項目においてそれぞれ5段階評価をし、
　最多得票を獲得した1作品。賞金は3万円

・優秀賞
　一般投票による最多得票を獲得した1作品。賞金は1万円。

・審査員賞
　材の有効活用の為、商品化への可能性が最も高い作品について、5人の審査員の協議によって決定する。
　大賞と優秀賞の作品も賞の対象とし、選定数は未定。審査基準を満たす作品がない場合は「該当作品なし」とする。
　賞品として「商品化及び展覧会等実施の後押し」。販売に至れば、2年間、売上の1％を上限に配当する。

■審査結果発表
2010年11月下旬～12月上旬　城山八幡宮及び愛知学院大学にて、その後、WEBサイトにて発表


